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　市議会だよりは２月、５月、８月、11
月の第２土曜日（定例会
号）、１月１日（新年号）
に発行します。
　次回は６月定例会が開
催予定です。
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市
議
会
は
、
令
和
３
年
２
月
定
例
会
を
２
月
16

日
か
ら
３
月
11
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

２
月
定
例
会
で
は
、
初
日
に
村
越
祐
民
市
長
が

施
政
方
針
演
説
を
、
次
い
で
田
中
庸
惠
教
育
長
が

教
育
行
政
運
営
方
針
演
説
を
行
い
ま
し
た
。
続
い

て
、
令
和
３
年
度
当
初
予
算
案
を
含
む
市
長
提
出

議
案
等
42
件
を
一
括
議
題
と
し
、
こ
れ
に
施
政
方

針
、
教
育
行
政
運
営
方
針
を
含
め
て
、
各
会
派
が

代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
か
ら
は
、

「
村
越
祐
民
市
長
が
市
長
室
に
設
置
し
た
ガ
ラ
ス

張
り
シ
ャ
ワ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
、
執
行
差
金
及

び
契
約
差
金
等
の
使
途
の
調
査
に
関
す
る
特
別
委

員
会
の
設
置
に
つ
い
て
」、「
市
川
市
長
室
に
設
置

さ
れ
た
シ
ャ
ワ
ー
室
を
撤
去
し
、
原
状
回
復
を
求

め
る
決
議
に
つ
い
て
」、
市
川
市
議
会
会
議
規
則
の

一
部
改
正
案
等
の
発
議
15
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果
、
市
議
会
は
、
市
長

提
出
議
案
の
27
件
を
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
し
、

諮
問
４
件
を
異
議
な
い
旨
答
申
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
長
か
ら
は
、
教
育
長
の
任
命
に
関
す

る
追
加
議
案
も
提
出
さ
れ
、
市
議
会
は
こ
れ
に
同

意
し
ま
し
た
。

　

議
員
提
出
議
案
に
つ
い
て
は
、
決
議
案
１
件
及

び
規
則
改
正
案
１
件
を
可
決
、
特
別
委
員
会
設
置

を
求
め
る
発
議
案
１
件
、
意
見
書
案
等
12
件
を
否

決
し
た
他
、
請
願
１
件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
報
告
２
件

を
承
認
し
た
他
、
９
件
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

（
代
表
質
問
は
２
～
６
面
、
審
議
結
果
一
覧
は

７
・
８
面
に
掲
載
）

２つの特別委員会を設置
　市議会は、中核市への移行に

係る課題等を調査・検討するた

め、「中核市移行に関する特別

委員会」を設置した他、つかこ

したかのり議員の居住実態につ

いて調査するため、「資格審査

特別委員会」を新たに設置しま

した。

（両特別委員会の概要について

は７面に掲載しています）

◆
施　
政　
方　
針
（
要
旨
）

◆
教
育
行
政
運
営
方
針
（
要
旨
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
緊
急
事
態
下
の
生
活
が
続
い
て
い
る
中
、
地
域
の
信
頼
に
応

え
、
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
に
は
、
十
分
な
情
報
と
必
要
な
権
限
を
持
つ
中
核
市
へ
の
移
行

が
不
可
欠
で
あ
る
。
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
身
近
で
受
け
止
め
る
基
礎
自
治
体
と
し
て
、
事
務
権
限

の
範
囲
を
拡
大
し
、
自
立
し
た
判
断
の
も
と
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
文
教
都
市
と
し
て
の
豊
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
今
後
も
あ
ら
ゆ
る
手
法
を
活
用

し
、
健
康
で
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
市
政
運
営
の
基
本
方
針
）

　 

⑴ 

新
し
い
地
域
生
活
の
あ
り
方　

オ
フ
ィ
ス
指
向
・
対
面
指
向
の
見
直
し
や
危
機
管
理
対
応

の
見
直
し
に
よ
り
、
地
域
を
活
性
化
す
る
と
共
に
、
地
域
の
強
靭
性
を
高
め
る
。

　 

⑵ 

新
し
い
公
共
施
設
の
あ
り
方　

今
後
の
公
共
施
設
は
、
居
心
地
の
良
い
拠
点
と
し
て
の
機

能
が
必
要
な
他
、
多
様
な
社
会
的
接
触
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
が
生
み
出
さ
れ
る
特

別
な
用
途
が
あ
る
た
め
、
今
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
機
能
や
用
途
に
応
じ
て
建
て
替
え
る
。

　 

⑶ 

豊
か
な
文
化
・
芸
術　

自
分
の
住
む
ま
ち
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
深
め
、
創
造
性
豊
か
な
ま

ち
を
形
成
す
る
た
め
、
市
内
の
文
化
資
源
を
効
果
的
に
発
信
し
、
地
域
文
化
へ
の
敬
愛

を
ま
ち
の
再
発
見
へ
つ
な
げ
て
い
く
。

（
将
来
都
市
像
の
実
現
に
向
け
て
―
重
要
な
施
策
）

　 

⑴ 

健
康
な
ま
ち
づ
く
り　

地
域
福
祉
の
充
実
、
不
妊
治
療
費
助
成
、
保
育
園
整
備
、
病
児
・

病
後
児
保
育
の
充
実
、
こ
こ
ろ
の
相
談
窓
口
の
拡
充
、
国
府
台
公
園
の
再
整
備
な
ど

　 

⑵ 

環
境
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り　

生
ご
み
の
資
源
化
、
可
燃
ご
み
収
集
の
週
３
回
実
施
、
消

防
力
の
向
上
、
下
水
道
施
設
の
改
修
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
の
整
備
な
ど

　 

⑶ 

夢
・
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り　

中
小
企
業
へ
の
支
援
、
商
店
会
等
へ
の
支
援
、
観
光
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
効
率
化
、
文
化
芸
術
の
振
興
な
ど

◆
当　
初　
予　
算

　

当
初
予
算
は
、
一
般
会
計
が
対
前
年
度
比
１
・
４
％
減
の
１
５
９
８
億
円
、
特
別
会
計

は
、
３
会
計
を
合
わ
せ
て
７
４
７
億
８
３
０
０
万
円
で
同
０
・
９
％
の
増
、
公
営
企
業
会

計
の
下
水
道
事
業
会
計
は
１
９
８
億
３
５
０
０
万
円
で
同
５
・
９
％
の
増
、
総
額
で
は

２
５
４
４
億
１
８
０
０
万
円
、
同
０
・
２
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
感
染
拡
大
と
い
う
危
機
的
状
況
の
中
、
教
育
委
員
会

は
、
可
能
な
限
り
の
感
染
リ
ス
ク
の
低
減
措
置
を
講
じ
つ
つ
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
保
障
と

生
涯
学
習
の
場
の
確
保
に
努
め
て
き
た
。
予
測
困
難
な
未
来
社
会
を
子
ど
も
た
ち
が
自
立
し
て

生
き
て
い
き
、
社
会
形
成
に
参
画
す
る
に
は
、
主
体
的
に
考
え
、
多
様
な
人
々
と
協
働
的
に
議

論
す
る
等
、
新
学
習
指
導
要
領
で
目
指
す
資
質
・
能
力
を
育
む
た
め
の
教
育
が
重
要
で
あ
る
。

（
教
育
行
政
運
営
の
基
本
方
針
）

　

令
和
３
年
度
は
、
第
３
期
市
川
市
教
育
振
興
基
本
計
画
の
点
検
・
評
価
結
果
を
踏
ま
え
て
さ

ら
に
取
り
組
む
べ
き
施
策
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
中
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領
の
確
実
な
取
り

組
み
、
幼
稚
園
教
育
要
領
及
び
小
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
教
育
活
動
の

充
実
化
の
他
、
コ
ロ
ナ
禍
等
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
教
育
課
題
へ
の
対
応
を
行
う
。

（「
人
を
つ
な
ぐ 

未
来
へ
つ
な
ぐ 

市
川
の
教
育
」
の
実
現
に
向
け
て
―
重
要
な
施
策
）

　 

⑴ 

生
涯
を
通
じ
た
学
び　

生
涯
学
習
に
取
り
組
む
た
め
の
環
境
整
備
、
学
び
の
機
会
の
充

実
、
新
た
な
学
び
と
交
流
の
場
づ
く
り
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
機
動
性
の
向
上
な
ど

　 

⑵ 

学
校
に
お
け
る
学
び　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
推
進
、
望
ま
し
い
食
習
慣
の
形
成
や
体

力
向
上
、
特
別
支
援
教
育
の
推
進
、
外
国
語
教
育
の
充
実
、
教
職
員
の
質
の
向
上
な
ど

　 

⑶ 

教
育
環
境
の
整
備　

小
中
一
貫
教
育
の
推
進
、
各
学
校
体
育
館
の
ト
イ
レ
改
修
、
放
課
後

保
育
ク
ラ
ブ
の
拡
充
、
い
じ
め
の
防
止
と
早
期
発
見
・
解
消
、
給
食
費
の
公
会
計
化
な
ど

令和３年度に観光振興ビジョンを策定し地域ブランド力の向上を目指す市川市
左上：市川市動植物園のカワウソ　　右上：市川市民納涼花火大会　　左下：行徳まつりの神輿　　右下：地域ブランドの認証を受けた市川の梨

２月定例会

一
般
会
計
予
算
1,598
億
円
な
ど
を
可
決

市
長
の
施
政
方
針
な
ど
に
各
会
派
か
ら
代
表
質
問


